
第105回定時株主総会
質疑応答 内容



第6号議案の「新株予約権」について意味を説明して
ほしい

質疑応答①

回 答

新株予約権の無償割当ては、買収者が現れた場合に企業
価値を損なう買収を防ぐための仕組みであり、株主に不利
益を与えるものではない

なお、企業価値向上につながる買収は一律に排除せず、
必要な情報を株主に提供したうえで最終判断を行う



なぜ何年も株価が変わらない（上がらない）のか

質疑応答②

回 答

企業の成長性や資本の収益性において株主の期待に
十分応えられていないことが大きいと考えている

一方で当社にはまだ成長余地や良質な資産があるため、
それらを経営戦略に活かして企業価値の向上と株価評価
の改善につなげていきたい



候補者の中に1月入社など4月ではない半端な時期の
者がいるのはなぜか

質疑応答③

回 答

当社では近年、キャリア採用・中途採用を重視しており、
多様な経験を持つ人財を積極的に登用しているため、入社
年月日は4月1日の新卒採用に限られない



第6号議案の仕組み・フローについて教えてもらいたい

質疑応答④

回 答

公開買付けルールだけでは株主の検討時間が十分でない
場合があるため、企業価値と株主共同の利益を守る観点か
ら「買収防衛策」を継続したい

フローは資料にも掲載しているが、新株予約権の割当ては、
大規模買付者の持株比率を下げることにより、買付ルール
を遵守しない大規模買付等への対抗措置となる



笹塚の旧東京事業所跡地に三井不動産がビルを作っ
ているが、当社の本社機能はどうするのか。

質疑応答⑤

回 答

昨年の12月に開示をさせていただいているが、本社機能は
笹塚に戻すことになっている

中東情勢等々で建設の進捗に大きな変更が出ない限り、
2028年3、4月頃を目標に移転の予定



工事は早くから始まっていたのに、なぜ開示が昨年の
12月と遅くなったのか

質疑応答⑥

回 答

共同の開発案件のため、守秘義務のある事項等があり、適
切なタイミングでの開示が去年の12月となった

笹塚の地に戻り、企業価値向上に向けて事業・管理部門
一丸となって業務にあたっていくので、ご理解いただきたい



第105回定時株主総会
事前質問 内容



新聞ではカゴメが個人向けに力をいれたり、イオンに至ってはもう個人株主に
舵をきっている印象だが、中村屋もこの流れに追随する方針なのか。

事前質問①

回 答

個人株主様の保有割合が高まる中、皆様に当社をより深く知っていただき、当社
のファンになっていただくことは、当社の経営安定化ひいては企業価値向上に不
可欠と考えている

その考えのもと、27年3月末の基準日より、株主優待制度を変更する
（※４月30日開示・詳細は当社HPをご参照願います）

当社株式を長く保有いただいた個人株主様にお応えする内容となっている

今後も当社株式を長く持ち続けていたいと思っていただけるような施策を、引き
続き検討してゆきたい



ＲＯＥ目標達成に向けた具体的取組みについて昨年も伺ったが、1年経った現
在の状況を教えてほしい。

事前質問②

回 答

２０３１年３月期までにＲＯＥ８％以上を目指すという目標を掲げている

収益構造の改善を優先して取り組んできたなかで、一定の成果は表れつつあり、
引き続き取り組んでいきたい

また同時に、今後は本来の最優先事項である売上高の拡大により注力していく
段階と捉えている

その一方、目標を設定した当時と比べ外的環境も大きく変化してきているため、
現在これらを含めて今一度中計などの練り直しを行っている状況



コロナ禍以降、他社と比べ貴社の業績回復は芳しくなく、株価も低迷している。
対策は後手に回り、情勢の変化を言い訳のようにしてきた。
そのうえ、招集通知の「正誤表」など、組織が緩んでいるのではないか。
何も変わらず時間だけ費やすぐらいなら、他社の傘下に入ったらどうか。

事前質問③

回 答

招集ご通知の誤記載については株主の皆様に多大なご迷惑をおかけし、お詫
び申し上げます

近年の業績・株価の推移などに関するご指摘については、貴重なご意見とし
て重く受け止める

当社としては引き続き収益力の強化や持続的な成長に向けた取組みに注力
し、併せてより魅力的な株主還元策を検討していくことで、株式市場での評価
を高めていきたいと考える



ホルムズ海峡封鎖による原油・LNG供給停止により、ナフサ・エタン等のフィードス
トック（原材料）が不足、基礎化学品（エチレン、プロピレン、BTX）の減産・生産停止
に影響

現時点での当社への影響は、主にポリエチレン系素材を使用するゴミ袋、計量用袋、
衛生消耗品（ナイロン手袋など）の出荷制限及び価格上昇

今後、ナフサを使用するフィルム・プラスチック容器等についても、同様に価格上昇や
出荷制限の可能性

先行きは不透明、状況を注視するとともに取引先との関係強化を基本とした調達量
と価格の確保や、代替品の探索を図っていく

中東情勢の悪化により、当社に与える影響をどのように捉えているか。

事前質問④

回 答


